
総
会
は
、
鰐
川
副
理
事
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

議
長
に
連
合
長
野
の
小
林
代
議
員
を
選
出
し
、
議

事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
近
藤
理
事
長
か
ら
は
「
新
た
に
高
齢
・

退
職
者
連
合
が
加
盟
し
た
事
で
現
役
世
代
と
退
職

者
が
一
体
と
な
っ
た
、
職
域
を
中
心
と
し
な
が
ら

地
域
の
幅
広
い
運
動
が
展
開
で
き
る
…
」
と
挨
拶
。

ま
た
、
来
賓
で
は
、
長
野
労
働
局
伊
藤
局
長
、
県

社
会
部
石
田
労
働
福
祉
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
か
ら
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
原
田
専
務
理
事
か
ら
活
動
報
告
・

決
算
報
告
が
さ
れ
、
い
ず
れ
も
報
告
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
９
月
「
県
高
齢
者
・
退
職
者
連
合

（
約
一
万
二
千
人
）」
か
ら
、
加
盟
申
請
書
が
提
出

さ
れ
た
旨
の
報
告
を
本
総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。続

い
て
、
青
木
副
理
事
長
か
ら
２
０
０
６
年
度

活
動
方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
質
議
で
は
、
各

地
区
労
福
協
か
ら
は
、
地
域
活
性
化
委
員
会
報
告

に
つ
い
て
の
意
見
や
質
問
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
後
の
取
り
組
み
の
中
で
成
果
が
出
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
行
く
こ
と
を
確
認
し
、
採
決
の
結
果
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
近
藤
理
事
長
が
再
選
さ
れ
、

ま
た
、
三
役
で
は
２
０
０
２
年
か
ら
２
期
４
年
に

わ
た
っ
て
専
務
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
原
田
美

登
氏
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
青
木
正
照
氏
（
連
合

長
野
顧
問
）
が
専
務
理
事
に
選
出
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。（
役
員
体
制
は
二
頁
）

具
体
的
な
主
要
方
針
は
次
の
と
お
り
で
す
。

勤
労
県
民
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済
・
雇
用
環

境
は
、
依
然
と
し
て
先
行
き
不
透
明
で
明
る
い
展

望
が
開
け
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
中
、
勤
労
者
が

結
束
し
て
現
状
を
打
破
し
、
活
力
あ
る
福
祉
社
会

を
作
る
た
め
に
県
労
福
協
は
、
労
働
団
体
・
労
働

者
福
祉
事
業
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
相
互

の
力
を
集
め
、「
助
け
合
い
」
や
「
協
働
・
連
帯
」

を
原
点
に
、
生
活
の
場
・
地
域
に
福
祉
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
張
り
巡
ら
せ
ま
す
。

「
長
野
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
」
の
正
式
名
称

は
変
更
し
ま
せ
ん
が
、
広
く
勤
労
県
民
へ
の
呼
称

と
し
て
「
労
福
協
＝
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
使
用
し
、
地
区
労
福
協
に
お
い
て
も
「
◯
◯
地

区
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
二
枚
看
板

（
コ
イ
ン
の
裏
表
的
扱
い
）
と
し
、
活
動
目
的
に

応
じ
て
使
い
分
け
、「
勤
労
者
の
暮
ら
し
に
か
か

る
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

労
働
団
体
と
福
祉
事
業
団
体
、
ま
た
福
祉
事
業

団
体
相
互
の
対
話
と
協
力
に
よ
っ
て
「
協
働
化
」
の

促
進
に
努
め
、
県
内
に
お
け
る
職
域
と
地
域
の
自

連合長野・県労組会議・県労連・労働金庫・全労済

生協連・住宅生協・労働基金・県勤労協・高齢退職者連合

県
労
福
協
は
、
５
月
26
日
第
47
回
定
期
総
会
を
長
野
市
サ
ン
パ
ル
テ
山
王
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
代
議
員
40
名
を
は
じ
め
、
来
賓
、
役
員
合
わ
せ
約
60
名
が
出
席
。
初
め
に
、
県
高
齢

者
・
退
職
者
連
合
の
新
た
な
加
盟
報
告
、
続
い
て
２
０
０
５
年
度
活
動
・
決
算
・
監
査
報
告
、
２
０

０
６
年
度
活
動
方
針
・
予
算
案
の
決
定
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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〝
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〞（
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
）
事
業
の
取
り
組
み

県
労
福
協
の
呼
称
を
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」（
Ｌ
Ｓ
Ｃ
）
と
し
ま
す
。

労
働
団
体
と
福
祉
事
業
団
体
及
び
市
民

団
体
等
の
連
携
強
化

新役員を代表して、近藤理事長の挨拶



主
福
祉
運
動
の
充
実
・
発
展
の
た
め
に
役
割
り

を
果
た
し
、労
働
者
福
祉
運
動
の
活
動
領
域
を
広

め
、市
民
団
体（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
と
連
携
し
て
助
け
合

い
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

国
は
も
と
よ
り
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、

市
民
参
加
に
よ
る
民
間
団
体
へ
の
事
業
委
託
方

式
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
委
託
を
受
け
る
に
は
、
法
人

格
（
公
益
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
な
ど
を
有
す
る
こ
と
が

必
要
条
件
で
あ
り
、
県
労
福
協
も
今
後
の〝
生
活

あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
〞
を
推
進
す
る

に
あ
た
り
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

の
資
格
取
得
を
検
討
し
ま
す
。

地
区
労
福
協
の
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に

県
労
福
協
と
し
て
は
意
欲
的
な
活
動
を
展
開
す

る
地
区
労
福
協
に
は
、そ
れ
に
見
合
っ
た
財
源
配

分
の
助
成
措
置
を
と
り
ま
す
。

事
務
局
体
制
の
強
化
と
し
て
、
実
務
と
オ
ル

ガ
ナ
イ
ザ
ー
的
な
役
割
り
を
担
う
意
欲
的
な
人

材
を
、
各
地
区
労
福
協
に
配
置
で
き
る
体
制
を

と
り
ま
す
。
当
面
は
、
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
地
区

労
福
協
か
ら
対
応
し
ま
す
。

現
行
の
月
１
回
（
第
２
土
曜
日
）
開
催
頻
度

を
増
や
す
た
め
、
地
区
労
福
協
で
の
試
行
的
取

り
組
み
を
検
討
し
相
談
事
業
の
充
実
を
計
り
ま

す
。昨

年
、
労
組
体
育
大
会
か
ら
勤
労
者
体
育
大

会
に
名
称
変
更
し
、
参
加
チ
ー
ム
の
拡
大
を
目

指
し
ま
し
た
が
、
初
年
度
と
い
う
事
も
あ
り
成

果
は
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
一
昨

年
度
か
ら
県
の
補
助
金
が
カ
ッ
ト
さ
れ
財
政
的

に
も
厳
し
い
中
で
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
の
大
会
も
踏
ま
え
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
年
中
に
は
方
向

付
け
を
行
い
ま
す
。

少
子
化
が
進
行
す
る
中
で
、
安
心
し
て
子
育

て
と
介
護
の
で
き
る
環
境
と
地
域
社
会
を
作
り

上
げ
る
必
要
が
あ
り
、
自
治
体
の
対
応
や
関
係

団
体
を
調
査
し
、
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構

と
共
同
で
子
育
て
と
介
護
の
為
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
利
用
拡
大
を
図
る
為
に
、

県
労
福
協
が
中
心
と
な
り
、
よ
り
多
く
の
関
係

団
体
と
連
携
を
と
る
中
で
、
支
援
体
制
の
更
な

る
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

ながの労福協 〈ライフサポートセンター〉 （2）2006年6月1日第235号

く
ら
し
な
ん
で
も
相
談

の
充
実

地
区
労
福
協
の
活
性
化
に
向
け
て

長
野
県
勤
労
者
体
育
大
会
の
取
り
組
み

子
育
て
・
介
護
サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み

役 職 名
理 事 長
副理事長
副理事長
専務理事
理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

会計監査
〃

選 出 団 体
連 合 長 野
労 働 金 庫
全 労 済
連 合 長 野

〃
〃

県 労 組 会 議
県 労 連
労 働 金 庫
全 労 済
生 協 連
住 宅 生 協
労 働 基 金
県 勤 労 協
県高齢退職者連合

労 働 金 庫
全 労 済

氏　　名
近藤　　光
鰐川　晴夫
伊藤　晃二
青木　正照
林　　憲治
竹沢　昭彦
喜多　英之
菅田　敏夫
市川　隆司
川崎宇喜夫
小松　由人
北原　進司
滝沢　広重
三井　正二
大井　友夫

竹内　秀一
酒井　　保

2006～2007年度役員

北信・東信・中信・南信各ブロック代表

子
育
て
・
介
護
応
援

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

５
月
11
日
、
第
６
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

検
討
委
員
会
を
「
子
育
て
・
介
護
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
作
成
委
員
会
（
労
使
就
職
支
援
機
構
）」
と

合
同
で
開
催
。『
子
育
て
・
介
護
応
援
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
』
発
行
前
の
最
後
の
会
議
と
な
る
こ
と
を

受
け
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容
の
検
討
が
行
わ

れ
、
各
委
員
よ
り
積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
労
福
協
の
「
勤
労
者

福
祉
の
向
上
」
と
労
使
就
職
支
援
機
構
の
「
求

職
者
支
援
」
の
立
場
か
ら
、
タ
イ
ト
ル
を

“働

き
た
い
・
働
く
人
の
た
め
の
子
育
て
・
介
護
応

援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
”
と
し
、
子
育
て
・
介
護
を

し
て
い
る
人
に
対
し
、
保
育
園
・
幼
稚
園
、
一

時
預
か
り
、
高
齢
者
・
障
害
者
介
護
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
等
の
解
説
や
、

子
育
て
・
介
護
支
援
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
役

場
窓
口
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
情

報
を
掲
載
し
ま
す
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
使
う

人
が

“最
初
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
た
め
“

“先
ず
電
話
を
か
け
る
と
こ
ろ
”、
に
視
点
を
絞

り
、
複
雑
に
な
り
す
ぎ
ず
、
イ
ラ
ス
ト
を
多
数

入
れ
、簡
潔
で
使
い
や
す
さ
を
追
求
し
ま
し
た
。

第
６
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
検
討
委
員
会

『
応
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
検
討
と
学
習
会

県
労
福
協
の
法
人
格
取
得
に
つ
い
て

2006年度県勤労者体育大会については
次のとおり実施します。各労組の積極的な
参加をお願いします。

①バレーボール（男・女）9月16日（土）
長野市ホワイトリング
②テニス（男・女）9月24日（日）
東和田運動公園テニスコート
③バドミントン（男・女）9月16日（土）
東和田運動公園総合体育館
④卓球（男・女）9月16日（土）
東和田運動公園総合体育館
⑤野球10月14日（土）
オリンピックスタジアム
県営長野球場
10月15日
オリンピックスタジアム

大会への参加を要請

詳細は、各地区実行委員会又は、県実行委
員会（県労福協内TEL026-232-6667）ま
でお問い合わせ下さい。



２
０
０
４
年
12
月
よ
り
毎
月
１
回
開
催
し
て

い
る
、
く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ

ル
は
本
年
５
月
で
18
回
目
を
迎
え
、
多
岐
に
わ

た
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
皆

さ
ん
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
一
助
と
し
て
、
寄
せ

ら
れ
た
相
談
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

第
１
回
は
、
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談

３
８
２
件
の
う
ち
54
件
、
全
体
の
14
％
を
占
め
、

最
多
と
な
っ
て
い
る
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談

で
す
。

（
女
性
）

数
年
前
、
生
活
費
や
家
族
の
入
院
費
の
た

め
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
お
金
を
借
り
、
現

在
４
社
２
５
０
万
円
に
な
っ
て
い
る
。
自
分

も
働
き
、
毎
月
最
大
５
万
円
返
済
し
て
い
き

た
い
が
…
。

【
解
答
①
】（
田
中
善
助
弁
護
士
）

毎
月
５
万
返
済
し
て
も
、
４
年
以
上
か
か

る
。
本
件
は
自
己
破
産
し
て
一
挙
に
整
理
す

る
こ
と
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
委
任

整
理
や
特
定
調
停
と
い
う
手
続
き
が
あ
る
。

弁
護
士
に
依
頼
す
る
に
は
法
律
扶
助
協
会
を

利
用
し
た
ら
ど
う
か
。

法
律
扶
助
協
会
と
は
、
財
政
的
な
理
由
か

ら
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
依
頼
で
き
な
い
人
　

の
た
め
に
、
弁
護
士
等
を
紹
介
し
弁
護
士
費

用
等
を
立
て
替
え
払
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。

立
て
替
え
払
い
で
す
の
で
、
最
終
的
に
は
依

頼
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
支

払
免
除
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
法
律
扶
助
協

会
の
事
業
は
、
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

（
通
称
＝
法
テ
ラ
ス
）
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

【
説
明
①
】

債
務
整
理
の
方
法
と
し
て
「
自
己
破
産
」

「
任
意
整
理
」「
特
定
調
停
」「
個
人
民
事
再

生
手
続
き
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
法
律
の
専

門
家
に
相
談
し
て
、
自
分
に
あ
っ
た
債
務
整

理
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

（
男
性
）

妻
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
５
社
か
ら
１
７
０
万

円
を
借
り
て
い
る
。
今
回
が
初
め
て
で
は
な

く
、
過
去
に
も
数
回
あ
る
。
何
と
か
妻
が
ク

レ
ジ
ッ
ト
で
借
り
入
れ
で
き
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

【
解
答
②
】（
田
中
善
助
弁
護
士
）

自
己
破
産
す
れ
ば
、
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

名
前
が
載
り
、
金
融
機
関
は
貸
し
出
し
を
止

め
る
と
思
う
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
不
払
い

す
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
リ
ス
ト
に
名
前
が
載

る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
協
会
に
事
情
を
話
し
貸
さ

な
い
よ
う
申
し
出
は
出
来
る
が
、
夫
の
申
し

出
で
受
け
入
れ
て
く
れ
る
か
は
不
明
。
夫
が

変
わ
っ
て
精
算
す
る
こ
と
は
止
め
る
こ
と
。

【
説
明
②
】

自
己
破
産
と

は
、
債
務
者
自
身

が
裁
判
所
に
申
し

立
て
て
破
産
手
続

開
始
決
定
を
受
け

る
こ
と
で
、
ど
う

し
て
も
返
済
で
き

な
く
な
っ
た
人
に

再
出
発
の
機
会
を

与
え
る
最
後
の
救

済
手
段
で
す
。
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委
員
会
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
検
討
後
、
長
野
労

働
局
よ
り
中
村
総
務
部
長
を
講
師
に
招
き
労
働

局
の
「
子
育
て
・
介
護
支
援
の
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
学
習
会
を
行
っ
た
。

中
村
部
長
は
日
本
の
急
激
な
少
子
高
齢
化
の

現
状
と
、
少
子
化
社
会
対
策
に
つ
い
て
政
府
の

取
り
組
み
を
説
明
。
少
子
高
齢
化
が
及
ぼ
す
影

響
と
し
て
、
２
０
１
５
年
に
は
労
働
力
人
口
が

90
万
人
減
少
、
深
刻
な
労
働
力
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
21
世
紀
職
業
財
団
が
行
っ
て
い
る

「
仕
事
と
育
児
・
介
護
両
立
支
援
」
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。

ま
た『
子
育
て
・
介
護
応
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

の
発
行
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足

に
対
し
、
女
性
等
の
潜
在
的
労
働
力
発
掘
に
大

変
役
立
つ
取
り
組
み
で
あ
る
と
、
社
会
の
問
題

に
対
し
迅

速
且
つ
積

極
的
に
そ

の
解
決
に

力
を
そ
そ

ぐ
委
員
会

の
取
り
組

み
に
対
し

感
謝
の
言

葉
を
述
べ

ら
れ
ま
し

た
。

少子高齢化の現状と対策について
中村総務部長

少
子
化
社
会
対
策
に
つ
い
て

学
習
会

長
野
労
働
局
中
村
総
務
部
長
を
囲
ん
で
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県
労
福
協
と
長
野
県
世
論
調
査
協
会
は
、「
県

民
の
暮
ら
し
の
設
計
」
に
関
し
て
、
初
の
共
同

調
査
を
本
年
１
月
〜
３
月
に
行
っ
た
。

こ
の
調
査
の
目
的
は
、
県
内
経
済
は
「
足
踏

み
状
態
か
ら
脱
し
た
」
と
さ
れ
る
反
面
で
雇
用
、

老
後
な
ど
暮
ら
し
の
先
行
き
に
不
安
感
を
払
拭

で
き
な
い
で
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
県
民
が

日
ご
ろ
消
費
や
生
活
設
計
の
面
で
ど
の
よ
う
に

考
え
、
行
動
し
て
い
る
の
か
―
―
幅
広
く
動
向

を
探
り
、
望
ま
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
出

す
指
針
を
得
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

又
、
県
民
の
暮
ら
し
を
守
る
う
え
で
、
労
働

組
合
の
役
割
や
、
労
働
者
福
祉
活
動
の
関
わ
り

に
つ
い
て
県
民
の
意
識
を
問
い
た
い
と
の
ネ
ラ

イ
も
あ
っ
た
。

本
号
で
は
紙
面
の
制
約
か
ら
調
査
結
果
の
一

部
を
紹
介
す
る
に
止
め
た
。
詳
細
は
県
労
福
協

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

調
査
に
当
っ
て
は
、
対
象
を
県
内
成
人
男
女

一
千
名
（
無
作
為
抽
出
）。
調
査
方
法
は
郵
送
。

回
収
結
果
は
、
有
効
回
収
数
５
０
４
名
（
50
・

４
％
）、
男
性
２
２
０
名
、
女
性
２
８
４
名
で
あ

っ
た
。

尚
、
今
回
の
調
査
報
告
の
取
り
ま
と
め
に
は
、

県
世
論
調
査
協
会
が
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
、
県

民
世
論
の
動
向
と
比
較
対
象
す
る
た
め
、「
よ
り

良
き
人
生
の
完
結
に
」（
２
０
０
３
年
）、「
自
立

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」（
２
０
０
５
年
）
の
調
査

デ
ー
タ
を
用
い
て
い
る
。

こ
こ
数
年
の
暮
ら
し
向
き
に
つ
い
て
、
１
割

強
が
「
良
く

な
っ
た
」
と

し
て
い
る

が
、
半
数
近

く
は
「
悪
く

な
っ
た
」
と

感
じ
て
い

る
。
生
活
の

向
上
感
は
女
性
に
僅
か
な
が
ら
強
め
に
現
れ
た
。

２
０
０
５
年
の
調
査
と
比
べ
る
と
、
下
降
感
は

男
性
で
や
や
緩
和
さ
れ
た
も
の
の
、
女
性
は
10

ポ
イ
ン
ト
あ
ま
り
比
率
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、

生
活
向
上
感
は
30
代
で
み
る
と
３
割
強
あ
っ
た

が
、
今
回
調
査
で
は
ほ
ん
の
数
％
に
ま
で
減
少

し
た
。

経
済
的
な
面
で
の
将
来
不
安
を
め
ぐ
っ
て
は
、

「
税
金
、
各
種
保
険
料
な
ど
の
義
務
的
経
費
の
増

加
」
が
首
位
で
、
半
数
強
が
挙
げ
て
い
る
。
こ

れ
に
「
給
与
や
売
上
げ
な
ど
収
入
の
減
少
」
が

僅
差
で
続
い
た
。
３
位
は
「
病
気
、
ケ
ガ
な
ど

予
期
し
な
い
出
費
」。
男
性
は
お
も
に
「
義
務
的

経
費
…
」
を
、
女
性
は
「
介
護
な
ど
家
族
の
た

め
の
出
費
」
と
「
預
貯
金
の
目
減
り
」
に
も
不

安
を
感
じ
て
い
る
。

２
０
０
５
年
の
調
査
で
は
、
上
位
は
「
収
入

の
減
少
」、
２
位
「
社
会
的
経
費
の
増
加
」、
３

位
「
予
期
し
な
い
出
費
」
だ
っ
た
。

生
活
の
下
降
感
は
半
数
近
く
に

―
暮
ら
し
向
き
の
変
化
―

将
来
不
安
―
性
別
で
中
身
に
違
い
も

◆暮らし向きの変化～05年調査との比較

■かなり良くなった

％ ％ ％ ％ ％ ％

〈全体〉
今回調査
05年調査

〈男性〉
今回調査
05年調査

〈女性〉
今回調査
05年調査

■少し良くなった ■少し悪くなった ■かなり悪くなった
■変わらない ■なんともいえない ■不明
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老
後
は
「
子
ど
も
、

孫
な
ど
と
過
ご
し
た

い
」
と
４
割
台
半
ば
ま

で
が
思
っ
て
お
り
、
男

性
に
こ
の
傾
向
が
強

い
。
２
位
の
「
夫
婦
だ

け
で
」
は
３
割
だ
っ
た
。
こ
の
２
項
目
だ
け
で

老
後
を
共
に
過
ご
し
た
い
相
手
の
選
択
肢
は
尽

き
た
形
だ
。
２
０
０
３
年
の
調
査
で
も
ほ
ぼ
同

様
の
結
果
が
出
て
い
る
。

労
働
組
合
が
企
業
や
働
く
場
で
取
り
組
ん
で

欲
し
い
課
題
と
し
て
は
「
賃
金
や
福
利
厚
生
の

改
善
」
が
ト
ッ
プ
で
、「
労
働
環
境
の
向
上
、
安

全
」
が
続
い
た
。
女
性
は
「
従
業
員
の
意
見
反

映
」
が
多
め
だ
っ
た
。
政
治
や
経
済
、
社
会
的

な
面
で
取
り
組
ん
で
欲
し
い
分
野
と
し
て
は
、

「
年
金
、
医
療
」
が
飛
び
抜
け
て
高
い
比
率
を
示

し
た
。
こ
の
傾
向
は
各
年
代
と
も
強
く
望
ん
で

い
る
が
、
50
代
は
特
に
高
い
比
率
を
示
し
た
。

20
代
、
30
代
は
「
財
政
、
税
制
」「
子
育
て
・
児

童
福
祉
」
を
、
40
代
は
「
雇
用
、
景
気
」
に
も

取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

労
働
組
合
の
役
割
や
活
動
を
「
重
要
だ
」
と

過
半
数
が
受
け
と
め
て
い
る
。
し
か
し
、
男
性

は
積
極
評
価
型
と
や
や
冷
え
た
見
方
が
２
割
の

線
で
並
ん
で
い
る
。
女
性
の
３
割
は
「
な
ん
と

も
い
え
な
い
」
と
答
え
た
。「
重
要
と
は
思
わ
な

い
」
の
比
率
が
北
信
で
２
割
近
く
あ
る
の
が
や

や
目
立
っ
て
い
る
。

労
働
組
合
運
動
に
つ
い
て
の
日
頃
の
印
象
と

し
て
、「
守
旧
的
」「
指
導
者
中
心
的
」
の
ほ
か

「
社
会
貢
献
的
」「
前
向
き
」
が
や
や
多
め
だ
っ

た
。
少
な
か
っ
た
の
は
「
開
放
的
」
と
「
非
政

治
的
」
だ
っ
た
。

又
、「
特
に
な
い
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
」
の

比
率
が
や
や
高
く
目
立
つ
。

ながの労福協 〈ライフサポートセンター〉（5） 2006年6月1日第235号

「
老
後
は
肉
親
と
」
男
性
に
強
め

労
働
組
合
に
対
す
る
評
価
と
期
待
で

役
割
や
活
動
を
「
重
要
」
と
過
半
数

期
待
す
る
分
野
―

「
賃
金
、福
利
厚
生
の
改
善
」
を
求
め
る

労
働
組
合
の
印
象
は

「
守
旧
的
」「
指
導
者
中
心
」
や
や
多
め

◆老後を誰と過ごしたいか？

男
性

％％％％％％0 20 40 60 80 100

55.0 28.6 9.1

11.6

9.1

2.3 2.32.3

39.8 32.0 6.7 6.3 11.6

1.8

■子供、孫などと　　■夫婦だけで　　■気の合う友人、仲間　　■一人で　　■施設で　
■なんともいえない  　■その他　　　　■不明

◆労働組合の役割

■かなり重要　　　　■どちらかといえば重要　■どちらかというと重要ではない
■全く重要ではない　■なんともいえない　　　■不明

％ ％ ％ ％ ％ ％

男
性

女
性
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《
ろ
う
き
ん
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
佐
久
〔
佐
久

支
店
内
に
併
設
〕》
が
、
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
長

野
・
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
松
本
・
ロ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
上
田
・
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
伊
北
・
ロ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
稲
里
に
続
く
６
店
舗
目
の
ロ
ー
ン
専
門

店
と
し
て
６
月
２
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

勤
労
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
仕
事
帰
り

に
も
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
、
平
日
は
午
後
６

時
ま
で
、
ま
た
、
お
休
み
の
日
に
も
ゆ
っ
く

り
・
じ
っ
く
り
と
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
土
曜

日
も
営
業
を
し
ま
す
。

住
宅
の
資
金
計
画
・
車
の
購
入
資
金
・
お
子

様
の
教
育
費
用
の
相
談
な
ど
気
軽
に
利
用
し
て

み
ま
し
ょ
う
！
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各ローンセンターは毎週土曜日営業中！
ローンセンター長野・上田・松本は日・祝日も営業中! !

あらゆるローンの相談に経験豊かな専門スタッフが対応致します。

営　　業　　時　　間

●月・火・木・金曜日 10：00～18：00　●土・日曜日・祝日 10：00～17：00
●毎週土・日曜日・祝日営業　　　※水曜日・12月31日～1月3日は休み

●月～金曜日 9：00～18：00　●土曜日 10：00～17：00
●毎週土曜日営業　　　※日曜日・祝日、・12月31日～1月3日は休み

長野・上田・松本

稲里・佐久・伊北
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悪質な住宅リフォーム工事
目的を隠して近づき　高額な契約を急がせる

その1 屋根工事 その2 床下換気扇、除湿剤

ここが

ポイント！

●悪質業者は、雨どいの清掃などと言って住宅リフォーム工事の勧誘
　であることを隠して近づきます。
●直に工事しないと危険であるなどと不安をあおって高い契約をさ
　せる手口は悪質業者の常套手段です。
●高額な工事では、２～３社から見積もりを取って比較すると妥当な
　工事費がわかります。

ここが

ポイント！

●不意に訪れて、簡単に見られないところを点検する業者に注意。
●「配水管の清掃サービス」などは、家に上がりこむための口実です。
●本当に工事が必要かどうか、知り合いや地元の工務店に相談しま
　しょう。
●言いなりになって契約すると、屋根工事、外壁工事、風呂工事と
　次々に契約させられることもあります。



当
日
は
県
労
福
協
よ
り
近
藤
理
事

長
、
青
木
副
理
事
長
、
原
田
専
務
を

は
じ
め
、
労
働
団
体
・
労
働
福
祉
団

体
等
よ
り
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
に

参
列
を
賜
り
、
佐
久
地
区
労
福
協
の

船
出
を
祝
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

代
議
員
に
よ
り
２
０
０
６
年
度
の
活

動
方
針
・
予
算
並
び
に
役
員
体
制

（
会
長
　
三
好
雅
彦
、
副
会
長
３
名

清
水
清
利
、
下
平
真
介
、
西
沢
裕
己
、

事
務
局
長
　
松
崎
繁
）
に
つ
い
て
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
佐
久
地
区
労

福
協
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
県
労
福
協

の
指
導
・
支
援
の
も
と
、「
人
と
暮
ら

し
、
環
境
に
優
し
い
福
祉
社
会
の
実

現
」
を
基
本
に
、
自
主
福
祉
活
動
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
未
組
織
勤
労

者
や
高
齢
者
も
含
め
す
べ
て
の
働
く

人
々
や
家
族
の
暮
ら
し
の
安
心
と
幸

せ
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
活
動
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
連
合
長
野
佐
久

地
協
、
佐
久
地
区
労
組
会
議
、
佐
久

地
区
評
議
会
の
労
働
団
体
と
地
域
の

労
金
・
全
労
済
で
約
１
年
近
く
十
分

な
検
討
を
重
ね
、
昨
年
10
月
に
準
備

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
佐
久
市
・
小

諸
市
に
も
支
援
協
力
を
得
て
、
設
立

に
向
け
て
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

佐
久
・
小
諸
地
区
労
福
協
と
し
て

は
、
佐
久
地
域
の
組
織
・
未
組
織
勤

労
者
の
福
利
向
上
の
た
め
、
や
る
べ

き
課
題
は
多
い
で
す
が
、
着
実
に
一

つ
一
つ
の
こ
と
に
取
り
組
み
し
っ
か

り
と
足
場
を
固
め
、
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
推
進
し
て
行
き
ま
す
。
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県
労
福
協
２
０
０
６
年
度
は
「
生

活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
＝
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
と
銘
打
っ

て
、
新
た
な
る
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し

た
。
原
田
前
専
務
が
、
未
来
に
夢
馳

せ
て
描
い
た
構
想
を
い
よ
い
よ
現
実

の
も
の
に
し
て
行
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
今
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
今
通
常
国
会
で
も
多
く
の

重
要
法
案
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
基
本
法
の
改
正
案
も
そ
の
一
つ

で
す
が
、
果
た
し
て
法
律
で
愛
国
心

を
養
え
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

増
税
・
福
祉
の
引
き
下
げ
な
ど
、

政
府
の
進
め
る
行
政
改
革
は
、
豊
か

に
な
っ
た
こ
の
国
を
、
勝
ち
組
と
負

け
組
み
に
分
け
、
そ
の
格
差
は
拡
大

し
、
こ
つ
こ
つ
働
く
労
働
者
の
汗
が

報
わ
れ
に
く
い
社
会
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
大
人
た
ち
が
自
ら
の
将

来
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
る
社
会

に
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
持

て
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

労
働
者
福
祉
運
動
の
原
点
は
、
個

別
企
業
の
枠
を
超
え
、「
地
域
で
働

き
、
地
域
で
暮
ら
す
勤
労
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
作
る
」
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

人
と
人
の
繋
が
り
が
ま
す
ま
す
薄

れ
て
い
く
今
の
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、

決
し
て
失
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
、

そ
れ
は
相
互
扶
助
の
精
神
だ
と
思
い

ま
す
。
労
福
協
の
活
動
で
勤
労
者
の

安
心
を
取
り
戻
し
、
希
望
あ
る
社
会

に
生
き
る
喜
び
を
子
ど
も
た
ち
に
も

伝
え
た
い
。
そ
ん
な
大
き
な
夢
を
皆

さ
ん
と
共
に
実
現
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
青
）

山
な
み

●
官
製
は
が
き
に
答
え
を
書
い

て
県
労
福
協
へ（
宛
先
は
表
紙

に
あ
り
ま
す
。）

●
労
福
協
の
機
関
誌
に
対
す
る

意
見
・
要
望
を
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

所
属
団
体
（
単
組
名
）
を
忘
れ

ず
に
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

５
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

（
千
円
分
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
　
６
月
30
日

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

前
回
の
正
解
は

「
春
は
ま
だ
か
い
」

当
選
者
（
１
名
・
敬
称
略
）

小
口
　
　
誠
（
岡
谷
市
）

４
月
18
日
（
火
）
佐
久
勤
労
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
佐
久
地

区
労
福
協
の
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
地
域
勤
労

者
の
福
利
厚
生
向
上
を
図
る
た
め
、

各
労
働
団
体
・
労
働
福
祉
団
体
と

設
立
準
備
を
進
め
、
こ
の
度
、
設

立
総
会
と
設
立
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

A

B

C

D

1 2 3 4 5
左
に
並
ん
だ
二
枚
の
絵
を
見
比
べ
て
違
っ
て
い
る
箇
所
を

９
つ
探
し
て
下
さ
い
。（
例
…
４
Ｄ
の
玉
子
パ
ッ
ク
の
数
）

日
頃
使
わ
な
い
脳
へ
の
刺
激
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。


